
多階調表現

画素が増えて密度が高くなり、HDR技術により、
現在の放送と比べて各段に美しくなります。
また、８K放送は22.2マルチチャンネルにより、

その場所にいるかのような臨場感あふれる音響を体感できます。

4K8Kとは?

画像の高速表示

これまでと何が違うのか?

色や明るさの変化が滑らかになり

より自然な表現が可能になる。

輝度
映像で表現できる明るさの範囲が

大幅に拡大する。

4K8Kは超高精細度テレビジョン（スーパーハイビジョン）放送とも呼ばれ、

動きの速い映像も「ぼやけず」

「なめらかな」表現が可能になる。

広色域化
表現可能な色の範囲が

大幅に拡大する。



4K8K衛星放送の周波数帯域

4K8K衛星放送は、従来の2071MHzより高い周波数3224MHzまでを使用します。
放送サービスによっては、周波数帯を保証する機器に交換する必要があります。

放送開始までの工程表

４Ｋ８Ｋ製品で視聴できる周波数帯域

従来製品で視聴できる周波数帯域



受信機（テレビ）

1 既存テレビ（２Ｋ）をお持ちの方は

2 既存テレビ（４Ｋ）をお持ちの方は

3 既存テレビ（４Ｋ）ｏｒ（４Ｋ８Ｋ）をお持ちの方は

アンテナ設備のご相談は弊社まで！！
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４Ｋテレビ ２Ｋ・４Ｋ・８Ｋ
対応ＢＳアンテナ

※　アンテナ本体及びミキサー・ブースター・分配器・分岐器・直列ユニット・分波器
　　・ケーブル等を４Ｋ８Ｋ対応の製品に取り換える必要があります。
　　（地デジアンテナと接続することで各室でテレビ放送を楽しむことができます）

※

スカパー！プレミアムサービスは
専用アンテナ(ＣＳアンテナ)がないと
視聴できません。
«スカパーは有料放送です»

４Ｋ８Ｋテレビ

４Ｋ対応テレビ ４Ｋ
チューナー

２Ｋ・４Ｋ・８Ｋ
対応ＢＳアンテナ※４Ｋ８Ｋ受信

には対応して
いない

＝ ２Ｋ・４Ｋ・８Ｋ
すべての放送
が視聴できる

＝ ２Ｋ・４Ｋ
すべての放送
が視聴できる

２Ｋテレビ

※４Ｋ８Ｋには
対応していない

＋ ＝ ２Ｋ・４Ｋ
すべての放送
が視聴できる

２Ｋ・４Ｋ・８Ｋ
対応ＢＳアンテナ

４Ｋ
対応テレビ

＋ ＋

４Ｋ
チューナー

４Ｋ８Ｋ衛星放送を受信するには、新しい規格に対応した受信機（テレビ、チューナー等）
が必要になります。また、この受信機には、4K8K衛星放送に対応する新たな

CAS（ACASチップ）が必要となります。

過去に販売されている多くの２Kテレビ・4K対応テレビ、8K対応テレビ には、
新4K8K衛星放送の番組を受信する機能は搭載されていません。

４Ｋ８Ｋ衛星放送を視聴するためには



放送衛星から送信される電波は、らせん状に回転しています。

”らせん”の向きを変えることでチャンネルを増やせるためＢＳ・１１０度ＣＳ

の４Ｋ放送では従来（右旋）の電波に加えて（左旋）も使われる予定です。

この新しい（左旋）の４Ｋ８Ｋ放送を視聴するためにはアンテナや付属機器

及びケーブル等が対応可能な機器に交換が必要です。

放送衛星からの電波は、アンテナで受信した後、宅内の設備に適した

周波数の信号に変換されます。

左旋の周波数は従来の周波数より高い周波数を使用しているため、これに対応した

機器及び配線等が必要です。

１
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２
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４Ｋ８Ｋ衛星放送電波とは



4K8K放送衛星

代表取締役　河本　英樹
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2018年12月から順次放送が開始されています。

　現在、衛星放送の1つである124度、128度CS放送、ケーブルテレビ、
IPTVなどで「4K」サービスが提供されています。

　このようにハイビジョン放送を超える魅力的な4K8K放送ですが、「4K」は既にいくつかの放送や
インターネットサービスで始まっています。

　2018年12月からは、BSと110度CSにより「新4K8K衛星放送」が新たに始まりました。

新しい放送を提供する事業者も2017年1月に決定しています。

現在スタートしている／これから始まる４Ｋ・８Ｋサービス


